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【概要】 

 このセミナーは男女共同参画推進室とこうち男女共同参画センター「ソーレ」が協同で企画し、共

通教育「男女共同参画社会を考える」の集中講義とコラボして開催されました。 

 

 男女共同参画支援ステーション長の小島優子准教授が司

会を務めました。共通教育科目「男女共同参画社会を考える」

は、今年で 5 年目になります。今回のリレー講義の目玉企画

として、東京大学から瀬地山先生をお招きしました。男女共

同参画について、身近に自分たちの生活に即して考えてもら

うことを目的としています。 

 

 

 

 

 まず、こうち男女共同参画センター「ソーレ」の内川事務局

長から、ソーレの取組事業について説明がありました。男女

共同参画「ソーレ」では、男女共同参画に関するさまざまな企

画やセミナーを開催しており、大学生への参加を呼びかけま

した。 

 

 



 次に、瀬地山先生から、「笑って考える男女共同参画」の講

演がありました。男性の家事・育児時間が少ないなかで、男

子にこそ家事能力が求められています。味の素とサッポロ一

番のCMを例にとり、家族の中で父親と母親がどのように描か

れているかについて提示されました。 

 また、男性の自殺が多いことから、「男性問題」についても

お話がありました。男女共同参画に関して、日本は国際的に

は後進国であるので、女性と男性で新しい社会を構想しようというのが、ご講演の内容でした。 

  

講演の後は、講義の内容について学生がグループワーク

をして、考えました。テーマは、１．どんな働き方をしたいです

か？、２．どんな家庭を築きたいですか？、３．そのためには

何が必要だと思いますか？です。学生が自分の問題として

自分の生き方について考えて、男女共同参画に触れるきっ

かけとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者コメント】 

・男女共同参画とは男と女が互いに認めあう社会だと思っていたが、本当の意味では、性別に関わ

りなく能力や個性を尊重する社会だと分かった。 

 収入の考え方がとても面白いと思った。共働きで家事をシェアすることが一番豊かに生活できると

いうことが分かった。 

・今の社会、この先の日本がどうなっていくのかという現状を知り、これからますます男性、女性関

係なく社会に出て行く（仕事もする）必要性を感じた。目の前の都合のいいものだけをみるのでは

なく、その先、未来を見すえた選択、行動をしていく重要さもわかった。まだまだ家事や育児は女

性が主で男性は手伝うという考えが深く根づいてしまっているとデータを見て感じたので、自分た

ちもこれからの社会の変化に合わせて変わっていくことが大切だと思う。 

 


